
擧雨得ノ法デハナイカト思フ是等ノ學生ヲ敎導スル人ガ此樣一〖1面ハ學問へ對シテ忠實デ又一面ぐ其學ヲ受ク 
ダ當人- f 對シテ親切デアッタナラパ實： — 賴母シキ限リナレドモ私；不幸ニシテ今日其レ程マデ.-一手ノ屈イタ敎 
導者ヲ容易-1見出シ得ナイノヲ悲マザ 〆 ヲ得ナイ、今日デハ此學生ハ體質ガ.ドウデ嗜好ゲドウデ性質ガドウデ 
又其家ノ經濟狀態ガドウデアグカラ其本人、 V ドノ樣ナ方面へ向ケタ方ガ學問-1取ッテモ當人一一取ッテモ雙方利 
益デ.ア，卜云フ樣ナ親切ナ遺リ方ハ餘リ無イ樣- i 私ニハ見エ V 又私ニハ敎導者ガ學生-一對シテ.右ノ樣ナ拔.カリ 
ノナイコトパー向一一考慮中一一、ノ加へズニタ V ' チョット考へテ此レヲ硏究セヨ彼 レ ヲ硏究セ ヨト 其人ノ後來ノコ 
トナドハ殆ンド眼中一一置カズーー徒一一課題 シテ 居 〆 ノデハナイカト見エグ節乇ア，又中-一/先生自身ノ爲メニ學 
生ガ犧牲ニナッテ何カヲ硏究.シテ居 〆 樣ナコトモナイデノナイカト思フコトモア 〆 私ハ學生/養成-ーハ其ンナ 
不親切ナ遺リ方デバ仕方ガナイト思フ私ハモット學生一一對シテ溫カナ考ヲ持ツ\ガ必要デ即チ學生本位デナケ 
レバ ナルマイト思フ今其學生ノ性質嗜好家計ナドノ種々/ 點ヲ 考慮一一加へテ其學生ヲ シー グ適當一一硏究セシムレ 
バ卒業後後來世一一立ッテ働ク時-一皆適處ヲ得 一7- 適當ナ カヲ 充分-一發揮スダコトガ出來從 一7* 我植物學ノ發達ガ庶 
幾セラ，ヽ譯ダト思へドモ今ノ處デン適處 -1 適材ガ配置セーフレテ居ナイコトガ多イカラ萬事ニツケテ誠-一遺慽 
ナ點ガ.勘クナイ學生養成ノ任-一當广責任者ハ當サ -1 深キ考慮ヲ其間 一 一 致スべキデア， ハま3 
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千 葉醫學專門學校 醫學士 & 0 ^ みポ 

邦產 植物いよ かづら屬ノ _ 一種 Cynauchum Yernyi,. Fb. .ET SAV. (=Yincetoxicumvemyi, FE. ET SAY.) 延 胡索ノ 
一種 Corydalis Vemyi, fb. ETSAY.. 及ビ 5- まのあしが / 2 屬ノきつ A の ' ぼたん！ lanunculus Yernyi, fb. et SAY* 
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日本植物ノ學名上 - 一現ハレタル佛國 / 士ウ > 


等ノ學名ハ何レモ ^| ヱル. -| ._氏ヲ記念七ンガ爲ニフ ランシエ M ( A . FBANCHET ) 及ビサゲアチェ ー ( L . SAVATIEK ). 
兩氏ノ命名一一係 〆 モノナ9 參然レドモクヱグーー1氏ハ造船技師ナルヲ以テ同一場所一一勸務ノ關係上單二 
「»!—ァチェ I 氏ノ植物採集ヲ補助セシーー止マリ植物學-一深キ趣味ヲ有セザリシモノ、如シ • フランソア 
l 、 v オンス、ウエル111|(；0\;11|.<11:11ミ)氏ハ西曆千八百三十七年佛國ォーブナ、アシデッシュ.^11〇-§口8>16〇116) 
二生レ Ecde pclytechnique (諸藝學校)ヲ卒業シ技師1 ngeuieur トナ y 佛國海軍大技士一一任ゼラレ支那上海二 
アリテ飽艦製造_從事シ居リ任了リ歸國セントス,二當リ我邦二橫須賀製鐵所!>泛§!111}1015;0舌^1設立ノ擧 
アリ其#旋者佛國公使ロッシュ氏 ( t 1 p 3 bassadeur M . KOCHES ) 氏ノ推薦-ーヨリ慶應元年正月橫須賀二來リ製鐵 
所設立方案ヲ議定 5/ 其設立-一努メー千八百六十五年九月一日即チ慶應元年七月十二日年俸一萬弗旅費 日 額六弗 
ノ支給ヲ受ケ橫須賀製鐵所首長 Le Dil-ecteurde FArsenal ヲ拜命シタリ時二年齒實一一二十有九ノ壯年-ーテアリ 
キ氏ハ製鐵所器械材料ノ購入技師技手ノ雇入ノ爲メー旦歸國シ慶應二年四月二十六日橫須賀 -1 歸着シ爾來撗須 
賀製鐵所官舍 -1 居住シタリ filths 眞 _氏、ノ在橫中製鐵所主任トシテ技術方面ヲ監督シ且技師技手養成 
ノ爲 -1 附屬學校ヲ設ヶ且當時本邦-ーハ他一一有カナ，機械製作工場ナカリシヲ以テ艦船造修ノ外燈臺築造、浮標 
設置、其他諸機械製作ヲモナシ.日本ノ爲.1 j 貢獻セシ所尠ナカラザリキ 參政府、ノ其功ヲ勞ヒ明治四年十月 
五日ゥル，ーー及ビ^雨氏二對シ皇城內山里離宮11於テ內謁見ヲ許サル • 明治八年三月五日明治 
天皇橫須賀造船所(明治四年四月改稱)テ親臨シク淸輝艦ノ進水式ヲ擧行アラセラレゥニルニー氏二優渥ナ \ 
勅語ヲ賜ヒ白縮緬一疋ヲ下賜セラ， • 明治八年十二月三十一日佛國公使サンカンタン氏ハ造船所-1最早 
外人ノ要ヲ認メザ，一一至リシヲ以テゥ JC . ル-一--氏ヲシテ辭任ノ上顧問タラシムルコト、シ其結果海軍少將兼大 
丞赤松則良本所長-一補セラレ明治九年一月十二日事務引繼ヲナセリ •是ヨリ先キ三條太政大臣ハ頃 n 海 
軍大輔川村純義ヨリ禀請シタルゥ h ルーー丨及ビサヴアチニ - 兩氏謁見、勅語及勳章賜與ノ件ヲ上奏シ勅許ヲ得 
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タグー i ヨリ海軍省-一移命シ明治八年十一一月三十日ゥ h ル11 1. 及ビサゲァチ H 丨兩氏ヲ宮內省二出頭セシム 

❿同日午前九時海軍少輔伊集院 兼 
寬及ビ主船少匠司淸水誠同伴、坊城 
式部頭誘導謁見ノ式ヲ了ス 參 
〇 W ェ：1 -1 賜7 シ勒語『我邦 造 
遐船所ヲ創設セシ以來十ー ヶ 年/久シ 
VE キ汝首トシテ其職ヲ奉ジ能ク其カヲ 
L . 效シ諸場ノ建築及我新造艦船ヨヅ內 
( F . 外 修理 ノ 艦船其 他ノ 製造事業一一至 〆 
氏迄一々之ヲ擔當シ遂一一今日ノ成績ヲ 
I 見 〆 是レ實二汝/功勞朕深ク之ヲ嘉 
^ 賞ス且汝ガ歸路恙ナキト將來ノ幸福 

エ トヲ望ム』 • ゥエルニー奉答 

ク文、淸水少匠司譯『天皇陛下一一奉答 
ス天皇陛下，.奉職中數多恩惠ノ勅 
語ヲ拜受シ奉リ今般我政府一一歸任セ 
ントスグ機會一一臨ミ r 御滿足被爲 

在候段被仰出難有 x 天皇陛下-一.奉謝候恐惶謹言』 參明治十年一月十六日川村海軍大辅ハ ^TTX _ l r l I 
及ビサゲアチェ-雨氏ノ爲二餞宴ヲ延遼館二開キ席上太政官ノ命ヲ傳へ勳章贈與ノ事ヲニ氏一一傳達ス當日陪宴 
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E . 大 


日本植物ノ學名上-1.現ハレタル佛國ノ士.ウ rcl 


者ぐ三條太政大臣、伊集院海軍少輔、遠武主船助及本所雇佛人デュッボン、フ^^ンソァ丨、ジュゥニット、サ 
\\ t ニシテ淸水少匠司譯官トシテ主客ノ間ヲ周旋シタリ、當日ゥ H ルニー夫人、サヴァチェ！夫人、壬丨リ 
ス、ク H ル11 1 等招待セラレシモ何ンモ病ヲ以テ陪宴ヲ辭シタリ ❹同日宮內省ヨリ御下賜品アリ^ I ヱル. 
1氏受領品ハ書棚一個花瓶一對、グヱぐ了‘夫人受領品ハ琥珀織こ卷ナリキ •明治十年一月二日 ^ T 
ルーー-氏歸國ノ途-1上レリ當時クエルーーー氏ハ佛國勳章「シュヴァリエー、レジョン、ドンノール 」 Chevalier 
L 4 gion d - llonneur ヲ佩用シタリシガ明治十年一月二十三日-!動二等一一叙セラレ旭日重光章ヲ授ケラ， 

❿ク K グニ丨氏、ノ西曆千九百〇八年(明治四十一年)五月二日故鄕二死ス享年七十有二 

ク H ル-一丨氏寫眞ハ大正六年三月ェ學博士樱井昇三殿/好意-ーテ在佛國クュル-1 U 氏ノ妹ョリ得テ之ヲ複 
寫シタルモノナリ •橫須賀在住佛國人ハ屢撮影セシモクェルーー ー及ビサゲァチェ丨|兩氏 ハ何 レモ別 
室ニア？テ撮影ノ機會甚ダ少ナク其寫眞ハ何レモ橫須賀海軍工廠二存在セザリシ而シテ首長クエ八ニー氏 
ノ寫眞ハ今上天皇陛下葉山御用邸 一 I 御避寒ノ砌大正六年二月十九日橫須賀海軍工廠-一御臨幸ノ際叡覧-1.供 
セント八方搜索セシモ遂11得グコト能ハザリシト云へリ然 〆 二其後兩氏ノ寫眞發見セラン廣ク之ヲ頒ツ n 
トヲ得タル、 A 吾人ノ實一一欣喜ノ至リニ堪へザ，所ナリ 

引 證 

一橫須賀海軍工廠、楢須賀海軍船廠史、第一、第二卷(大正四年) (-) 松村任三、帝國植物名鑑、下卷二册(明治三十八、四十五年) ( H ) 
HAIMANN. The world al History. VoL II. {1} 一佐波一郎氏所藏文書數篇 五佐波一郎、木村作助兩氏談話 A 賞動局動章簿册 

本稿ヲ公表ス 〆 一一當リ起草材料蒐集一一關シ石原宮內次官閣下、田中橫須賀海軍工廠長閣下、工廠副官佐々木海 
軍中佐殿、佐波一郎殿、木村作助殿ノ御好意乃至御帮助ヲ感謝ス、殊一一橫須賀海軍 X 廠副官海軍中佐倖々木革， 
次廒ョ y ハ所載寫眞 V ,送附ヲ受ケタツ玆 ■=■ 記シテ其御芳志ヲ深謝ス 







